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研 究 報 告  
 




2 0 1 2  
京都大学大学院独文研究室 
 ロベール・ギスカールあるいは不在の君主・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
  クライストの民衆観と遅延された革命   
西 尾 宇 広  (1) 
闇に生きる動物の世界体験・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  
  E.T.A. ホフマンの『廃屋』における動物磁気と共通感覚について   
土 屋 京 子   (27) 
「すべての声がともに春をつくる」・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
  アイヒェンドルフの『大理石像』における「子ども時代」の再現   




  ペータ ・ーローゼッガ 『ー最後の人ヤーコプ』における「アメリカ」   
麻 生 陽 子  (71) 
20 世紀のオペラ・セリア・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
  ホーフマンスタールの『ナクソス島のアリアドネ』について   
加 賀 ラ ビ (97) 
子どもの反抗・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
  イルムガルト・コインの小説『子どもたちが一緒に遊んでは
ならなかった女の子』   
武 田 良 材  (133) 
マックス・フリッシュ『ビーダーマンと放火魔たち』・・・・・・・・・・・・・・・・  
  「教訓のない教訓劇」と経済格差の問題   
寺 澤 大 奈  (153) 
ハイナー・ミュラー『エレベーターの男』の素材について・・・・・・・・・ 
  フィリップ・K・ディックの SF小説からの影響を探る   




NISHIO  Takahiro : 
Robert Guiskard, der inexistente Herrscher 




TSUCHIYA Kyoko : 
Maulwurf und Fledermaus 




FUJIWARA Misa : 
»...und alle Stimmen zusammen machen den Frühling« 
— Das Wiedererscheinen der Kindheit in Eichendorffs Das Marmorbild   ・・・・・ 
 
   
(47) 
ASO Yoko : 
Eine andere bäuerliche Utopie 




KAGA Rabi : 
Eine Opera seria des 20. Jahrhunderts 




TAKEDA Yoshiki : 
Ein ungehorsames Kind 
— Überlegungen zu Irmgard Keuns Roman 





TERASAWA Daina : 
Max Frischs Biedermann und die Brandstifter 




YAMAZAKI Asuka : 
Der Einfluss von Philip K. Dicks Science Fiction Time Out of Joint auf 








大川 勇： ある深層の物語の読解 ― ムージ
ルの『特性のない男』研究のための序説  
金子 孝吉： リルケの詩『偶像』について 








松村 朋彦： 心理学と小説のあいだ ― カー
ル・フィリップ・モーリッツ『アントン・ライ
ザー』とその周辺 
大川 勇： 千年王国を越えて ― ムージルの
『特性のない男』における〈別の状態〉の行
方 








加藤 丈雄： ハッピーエンドと悲劇 ― 『公子ホ
ムブルク』の多義性について 
































察 ― 悲劇的恐怖の概念を中心に 




















吉田 孝夫： 時間の渦 ― R・M・リルケ『新詩
集』の数篇から 





濱中 春： シラーの『マリア・ストゥアルト』 ― 二
人の女王のドラマ 
中村 直子： 分離動詞の認定をめぐる諸問題 





中村 直子： 正書法と分離動詞 
濱中 春： シラーの『ヴィルヘルム・テル』におけ
るスイスの風景 
片桐  智明：  ヨーゼフ・ロートの『百日天
下』 ― ヨーゼフ・ロートのワーテルロー 






ぐって ― 風景の補償モデルとその矛盾 
吉田 孝夫： ローベルト・ヴァルザーにおける寓
話性(1) ― 散文小品『通り（I）』について  









片岡 宜行： ドイツ語の与格の分類について 
 
國重 裕： クリスタ・ヴォルフ『クリスタ・T への追













KUNISHIGE Yutaka (國重 裕)： Zwischen 
Phantasiewelt und Wirklichkeit – 





KUNIEDA Naotaka (國枝 尚隆)： Wilhelm 








































ダヤ人 ― カフカの伝記研究のために 
川島  隆：  「こいつは途方もない偽善者







池田 晋也： 描かれた劇場 ― シュニッツラー
の短篇『侯爵様御臨席』 
伊藤 白： ゼゼミ・ヴァイヒブロート ― 『ブデン
ブローク家の人々』における女性像とキリス
ト教 
川島 隆： ユダヤ人と中国人 ― カフカにおけ
る人種と性愛をめぐって 





廣川 智貴： 主語の文体論 ― クライストの『決
闘』を中心にして 
熊谷 哲哉： 言葉をめぐるたたかい  ― シュ
レーバーと雑音の世界 
ASAI Maho (浅井麻帆)： Sehen im Wörter- 
verbindungsraum bei Rainer Maria 
Rilke ― Eine Wandlung vom Sehen 




伊藤 白： 白いドレスのロッテ ― トーマス・マ
ン『ワイマールのロッテ』における女性像 
武田 良材： 道徳的な女たらし ― ヘルマン・
ケステン文学のモラリスト像 
國重  裕：  現代文学は「歴史」を語りうる

















熊谷 哲哉： 結び目としての神経 ― シュレー
バーにおける宇宙と身体 
池田 あいの： 手紙論としての手紙 ― カフカ
の恋文をめぐって 
伊藤 白： ショーシャ夫人は美しいか ― トー
マス・マン『魔の山』における女性像と「東」 
池田  晋也：  ジャズアレンジされるヨーロッ
パ ― ハンス・ヤノヴィッツの小説『ジャズ』 







青木  三陽 ：  歴史とフィ クシ ョンの狭間




伊藤 白： フロイライン・エンゲルハルト ― トー
マス・マン『魔の山』における女性像と「同性
愛」 
廣川 香織： ハリー・ハラーの痛む足 ― ヘル
マン・ヘッセの『荒野のおおかみ』における
身体について 
池田  晋也：  文学的ジャズ表象の諸形
態  ― ブルーノ・フランクとフェーリクス・
デールマン 






寺井 紘子： 芸術と芸術家 ― ホーフマンス
タールとリルケの場合 












土屋 京子： プロメテウスの火と E.T.A.ホフマン
の『G.町のジェズイット教会』 
藤原 美沙： 子どもへ向ける視線 ― アイヒェ
ンドルフの 2篇の詩より 
YAMAZAKI Asuka (山崎  明日香 )：  Das 
Verschwinden der Differenzierung in 
der Todesgemeinschaft in Richard 
Wagners Tristan und Isolde 
 
浅井  麻帆：  「セセッション」から「分離派」
へ ― 日本の Wiener Secession 受容史
における訳語の変遷について 
武田 良材： アンネマリー・シュヴァルツェンバ
ハにおける反ナチス  ― エーリカ、クラウ
ス・マン、そして山との関係 
永畑  紗織：  異教の神ペルーンとサルマチ
ア ― ボブロフスキーの短編『異教徒たち
の至福』について 
菅 利恵： ドイツにおける「ドイツ ― トルコ」二
言語教育 ― 複言語主義とドイツ語教育の
はざまで 





菅 利恵： 愛による主体化 ― シラーの劇作品
をめぐる試論 
土屋 京子： 言語起源論と E.T.A.ホフマンの動
物 ― 犬ベルガンサ、猿ミロと猫ムルの言
語をめぐって 
藤原  美沙：  詩人と「子ども」の関係につい
て ― アイヒェンドルフの小説『詩人とその
仲間』より 
YAMAZAKI Asuka (山崎  明日香 )：  Die 
Widerspiegelung des zeitgenössischen 
Englandbildes durch Tristan in 
Richard Wagners Tristan und Isolde 
加賀 ラビ： ホーフマンスタールの『アルケス
ティス』について 
武田 良材： オリエントでの自分探し ― アン
ネマリー・シュヴァルツェンバハの『幸せの
谷』 











西尾  宇広：  公／私をめぐる価値観の交
錯 ― クライスト『ミヒャエル・コールハース』 
土屋 京子： 博物学の夢想と冒瀆 ― E.T.A.ホ
フマンの『ハイマトカーレ』と『蚤の親方』 
藤原 美沙： 二人の女性と「子ども時代」の関
係 ― アイヒェンドルフの短篇『誘拐』より 
熊谷 哲哉： カール・デュ・プレルの心霊研究に
おける科学と発達 
池田 あいの： 音楽的翻訳の可能性 ― ブロー
ト、ヤナーチェク、カフカ 













土屋 京子： 「わたし」について語る猫 ― 自伝
文学と E.T.A.ホフマンの『牡猫ムルの人生
観』 









   執  筆  者（本年度編集長 *）  
 
麻 生 陽 子 clair_de_lune_1216@hotmail.co.jp （京都大学大学院博士後期課程） 
加 賀 ラ ビ kagamimochi1982@kcc.zaq.ne.jp （京都大学非常勤講師） 
武 田 良 材 talcecla@icloud.com （京都大学非常勤講師） 
土 屋 京 子 k-parvati@hotmail.co.jp （京都大学非常勤講師） 
寺 澤 大 奈* daina_t2002@yahoo.co.jp （京都大学大学院博士後期課程） 
西 尾 宇 広 marsyas@hotmail.co .jp （京都大学大学院博士後期課程） 
藤 原 美 沙 jadegruen_8@hotmail.com （京都大学非常勤講師） 
山 崎 明日香 asukanoyo@yahoo.co.jp （京都大学非常勤講師） 
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